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JR連合への総結集と
労使の信頼関係構築へ全力をあげ

職場からの安全確立
政策課題の解決・前進を図ろう！

JR連合

JR連合

（旧　　　　　 ）

お
招
き
し
、
基
調
講
演
を
頂
く

こ
と
や
、
単
組
の
取
り
組
み
報

告
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
う
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

意
思
統
一
を
図
っ
た
。

た
。

　

さ
ら
に
、
10
月
３
日
に

「
人
財
の
定
着
・
確
保
」
を
テ
ー

マ
に
第
14
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、
意
欲
高
く
働

き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
創
出
す

る
た
め
の
一
助
と
な
る
よ
う
、

立
教
大
学
の
首
藤
若
菜
教
授
を

題
へ
の
対
応
、
中
期
労
働
政
策

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
労
働
協
約

改
訂
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、

討
議
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
「
第
30

回
賃
金
実
態
調
査
」
を
行
い
、

賃
金
目
標
や
社
会
水
準
等
と
の

比
較
・
検
証
を
行
う
こ
と
と
し

□　

第
１
回
労
働
政
策
委
員
会

（
８
月
２
日
）

　

Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の
あ
る

べ
き
労
働
環
境
を
め
ざ
し
、

設
定
し
た
目
標
実
現
に
向
け

て
、
当
面
す
る
２
０
２
４
春
季

生
活
闘
争
方
針
の
策
定
や
、
建

設
業
に
お
け
る
２
０
２
４
年
問

を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
議
論
を

行
っ
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

特
に
、
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る

課
題
や
、
目
標
賃
金
設
定
の
あ

り
方
、
労
働
力
確
保
（
離
職
防

止
）
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
各
単
組
に
お
け
る
取
り

組
み
を
参
考
に
、
内
容
に
盛
り

込
ん
で
い
く
方
向
性
を
意
思
統

一
し
た
。

み
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目

的
に「
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働

者
の
死
亡
事
故
・
重
大
労
災
ゼ

ロ
」
を
掲
げ
、
引
き
続
き
取
り

組
み
を
展
開
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

　

福
知
山
線
列
車
事
故
を
忘
れ

ず
悲
劇
を
絶
対
に
繰
り
返
さ
な

い
、
と
い
う
強
い
決
意
の
も
と
、

す
べ
て
の
職
場
に
お
け
る
安
全

確
立
に
向
け
て
取
り
組
む
認
識

を
共
有
化
す
る
と
と
も
に
、
安

全
衛
生
委
員
会
活
動
を
充
実
強

化
さ
せ
る
方
針
を
意
思
統
一
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
８
月
２
日
よ
り
各
種
委
員
会
を
開
催
し
、
第
33
回
定
期
大
会
に
お
い
て
決
定
し

た
運
動
方
針
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
本
年
は

多
く
の
単
組
に
お
い
て
役
員
が
交
代
し
、
各
種
委
員
の
顔
ぶ
れ
も
新
た
な
も
の
と
な
る
中
、
各
単

組
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
積
極
的
に
討
議
を
行
い
、
課
題
解
決
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
て
の
開
催
や
、
座
席
の

間
隔
を
確
保
す
る
た
め
に
部
外
の
会
議
室
で
の
開
催
な
ど
と
な
っ
て
い
た
が
、
本
年
度
か
ら
は

従
来
ど
お
り
Ｊ
Ｒ
連
合
の
会
議
室
に
集
い
、
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
熱
い
議
論
を
行
っ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
各
単
組
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
課
題
に
耳
を
傾
け
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
反
転
攻
勢
を

期
し
、
未
来
志
向
の
運
動
を
引
き
続
き
力
強
く
展
開
し
て
い
く
。

教育・広報担当者会議

共
通
課
題
に

対
す
る
有
効

な
対
策
の
水

平
展
開
を
図

り
、
グ
ル
ー

プ
・
協
力
会

社
と
一
体
と

な
っ
た
取
り

組
み
で
課
題

を
明
確
に
し
、

短
期
・
中
長

期
的
取
り
組

　

ま
た
、
業
種
間
安
全
検
討
会

に
お
い
て
、
他
産
業
・
組
織
の

安
全
対
策
や
事
例
を
学
ぶ
機
会

と
す
る
た
め
、
今
年
度
は
基
幹

労
連
と
意
見
交
換
を
行
い
、
さ

ら
に
エ
リ
ア
連
合
に
お
い
て
は
、

安
全
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
継

続
的
に
開
催
す
る
こ
と
を
要
請

す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
も

積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と
と
し

た
。

合
形
式
で
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
前
年
度
は
航
空
連
合

と
連
携
し
て
開
催
し
、大
変
好

し
、
「
て
る
み
に
」
に
つ
い
て

は
10
月
に
開
催
す
る
政
策
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
特
集
し
、
年
内
を

目
途
に
発
行
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ

と
や
、F

acebook

、
Ｘ（
旧

T
w
itter

）、Instagram

等
に
加
え
、
一
部
の
単
組
で
活

用
さ
れ
て
い
るL

IN
E

公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
な
ど
を
活
用
し
、

Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
を
積
極
的
に
周

知
し
て
い
く
方
針
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

評
で
あ
っ
た
た
め
、

今
年
度
は
電
力
総
連

と
連
携
し
た
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

　

広
報
活
動
に
つ
い

て
は
、
継
続
し
て
機

関
紙
「
Ｊ
Ｒ
連
合
」、

機
関
誌「
て
る
み
に
」

を
各
単
組
か
ら
の
寄

稿
を
取
り
入
れ
な
が

ら
発
行
す
る
こ
と
と

□　

第
６
回
新
中
期
労
働
政
策

　

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
Ｐ
Ｔ

（
８
月
２
日
）

　

新
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

を
２
０
２
４
年
６
月
の
第
34
回

定
期
大
会
で
提
起
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
、
前
回
の
第
33
回
定
期

大
会
で
確
認
さ
れ
た
「
骨
子
」

□　

教
育
・
広
報
担
当
者
会
議

（
８
月
21
日
）

　

本
年
度
の
教
育
・
広
報
活

動
の
具
体
的
取
り
組
み
の
意
思

統
一
を
目
的
に
各
単
組
担
当
者

が
議
論
を
行
っ
た
。

　

教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、

第
22
回
青
年
女
性
役
員
研
修
会

を
12
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け

て
、
東
京
エ
リ
ア
を
中
心
に
集

□　

第
１
回
安
全
対
策
委
員
会

（
８
月
５
日
）

　

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
と

第1回労働政策委員会

第1回安全対策委員会

　

交
運
共
済
の
第
１
２
８
回
通

常
総
代
会
が
７
月
31
日
、
都
内

に
て
１
０
０
人
近
い
総
代
の
参

加
の
も
と
、
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
松
岡
裕
次
理
事
長（
Ｊ

Ｒ
連
合
前
会
長
）
か
ら
、
こ
く

み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
へ
の
契
約

移
転
に
つ
い
て
、
組
合
員
各
位

の
奮
闘
に
改
め
て
感
謝
の
意
が

述
べ
ら
れ
た
。

　

理
事
側
か
ら
事
業
報
告
が
あ

り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
住

吉
一
家
総
代
（
Ｊ
Ｒ
連
合
労
働

政
策
局
長
）
か
ら
、
こ
く
み
ん

共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
へ
の
契
約
移
転

が
進
む
中
で
発
生
し
て
い
る
多

く
の
課
題
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
真
摯
に
対
応
す
る
よ
う
要
請

す
る
発
言
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
事
業
計
画
の
報
告

や
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
す
べ

て
の
議
案
が
提
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
た
。

　

総
代
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ

た
第
１
回
理
事
会
に
お
い
て
、

Ｊ
Ｒ
連
合
の
荻
山
市
朗
会
長
を

理
事
長
に
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
本

田
雅
明
前
副
委
員
長
を
専
務
理

事
に
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
、

新
た
な
体
制
で
の
交
運
共
済
が

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
今
後
、
交
運
共
済
は
、
こ
く
み

ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
へ
の
契
約
移

転
に
伴
う
業
務
を
引
き
続
き
行

う
ほ
か
、
数
年
後
に
控
え
た
総
合

共
済
の
見
直
し
業
務
を
行
う
こ

と
と
な
る
。
組
合
員
各
位
の
引

き
続
き
の
ご
協
力
を
要
請
す
る
。

　2023年５月に開設された連合の新サイト「RENGO 
ONLINE(連合オンライン)」の特集記事として、ＪＲ
連合の仲間である、ＪＲ東海ユニオン名古屋地方本部
執行委員の西川由紀子さんの記事が掲載された。
　出産を機に会社を辞めていく仲間たちを前に、「何
とかしなければ」という思いで組合員の立場から会社
に訴え、制度を変えた奮闘ぶりが掲載されている。
　「ＪＲ連合ビジョン」に掲げる「仲間に寄り添い、
想いや抱える悩みに耳を傾け、その解決にむけて取り
組む」ことを、まさに具現化している内容であり、是
非ご一読いただきたい。

連合ホームページにＪＲ連合の仲間の声が

【
交
運
共
済
】

理
事
長
に
荻
山
会
長
が
就
任

　
　
　
　
　
　
　
　

  

第
１
２
８
回
通
常
総
代
会
開
催

　第33回定期大会以降に開催した執行
委員会（第１回：６月13日、第２回：
７月30日、第３回：８月30日）におい
て、三役・執行委員の任務分担を決定
するとともに、会計監査員の承認、お

よび特別執行委員の指定を行った。
　また、単組大会における役員改選に
より一部役員を補充する必要が生じた
ことから、第２回執行委員会において
その補充を承認した。

２０２３年度役員の任務分担を決定２０２３年度役員の任務分担を決定

役職名 氏　名 任 務 分 担

会　長 荻山　市朗 総括・ＪＲ私傷病共済運営委員会委員長

副会長

昆　　弘美 産業政策委員会副委員長

菅野　一位 組織・財政検討委員会副委員長

尾内　裕昭 労働政策委員会委員長、組織・財政検討委員
会委員長

上村　良成 産業政策委員会委員長、政治対策委員会委員
長

大谷　　清 男女平等参画推進委員会委員長

吉田　祥司 安全対策委員会委員長

辻村　和裕 政治対策委員会副委員長

事務局長 政所　大祐
事務局総括、総務財政局長・福祉対策局長兼
務、ＪＲ私傷病共済運営委員会事務局長、退
職者連絡会担当

執行委員

宮野　勇馬

企画局長、広報局長、国際局長、中期労働政
策ビジョン改訂ＰＴ担当（主査）、ボランティ
ア担当、総務財政担当、ＪＲ私傷病共済担
当、ＪＲ健保担当

相良　夏樹
組織局長、政治局長、男女平等参画推進担
当、青年・女性委員会担当（主査）、自動車
連絡会担当（副主査）

石川　敏也 産業政策局長、安全担当、自動車連絡会担当
（主査）

住吉　一家

労働政策局長、教育局長、グループ労組担
当、医療連絡会担当、青年・女性委員会担当
（副主査）、中期労働政策ビジョン改訂ＰＴ
担当（副主査）

今井　孝治 安全対策委員会副委員長

羽野　敦之 労働政策委員会副委員長

吉田　春菜 男女平等参画推進委員会副委員長

会計監査員
宮﨑　勝典

福本　英治

特別執行委員

奥村　敬弥 グループ労組連絡会代表幹事

沖畠　裕章 青年・女性委員会議長

三浦　寛顕 青年・女性委員会事務長

慶島　譲治 中央交運労協派遣（事務局長）

中山　耕介 連合本部派遣（組織企画局長）

本田　雅明 こくみん共済coop派遣（交運共済専務理事）

はたらくを考える
出産を機に辞める仲間たち
「何とかしなきゃ」組合員の声が会社を変えた
https://www.jtuc-rengo.or.jp/rengo_online/2023/07/05/1462/

はたらくを考える
出産を機に辞める仲間たち
「何とかしなきゃ」組合員の声が会社を変えた
https://www.jtuc-rengo.or.jp/rengo_online/2023/07/05/1462/

２
０
２
３
年
活
動
ス
タ
ー
ト

職
場
か
ら
の
安
全
確
立
、政
策
課
題
の
解
決・前
進
を

　
　   

運
動
方
針
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
り
組
み
を
確
認

２
０
２
３
年
活
動
ス
タ
ー
ト

職
場
か
ら
の
安
全
確
立
、政
策
課
題
の
解
決・前
進
を

　
　   

運
動
方
針
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
り
組
み
を
確
認



ＪＲ連合令和5年（2023）9月1日 第 659号（２）
　
Ｊ
Ｒ
連
合
中
国
地
方
協
議
会

は
７
月
３
日
、
米
子
市
内
に
お

い
て
第
31
回
定
期
総
会
を
開
催

し
、
向
こ
う
１
年
間
の
方
針
を

決
定
し
た
。
会
場
に
は
中
国
エ

リ
ア
の
各
単
組
か
ら
約
30
人
が

集
結
し
た
。

　

冒
頭
、
中
国
地
協
を
代
表
し

て
大
瀧
浩
二
議
長
（
Ｊ
Ｒ
西
労

組
岡
山
地
本
執
行
委
員
長
）
が

社
組
織
は
再
編
を
し
て
い
る
が
、

労
働
組
合
と
し
て
は
仲
間
意
識

を
大
切
に
、
世
話
役
活
動
に
引

き
続
き
取
り
組
も
う
」
と
各
単

組
で
の
取
り
組
み
を
改
め
て
要

請
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
宮
野
勇
馬

企
画
局
長
が
出
席
し
、
安
全
確

立
の
取
り
組
み
、
地
方
路
線
に

関
す
る
現
状
と
課
題
、
物
流
や

建
設
現
場
に
お
け
る
２
０
２
４

年
問
題
へ
の
対
応
な
ど
の
取
り

組
み
を
共
有
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
へ

の
一
層
の
結
集
を
呼
び
か
け
た
。

　

議
事
で
は
、
石
松
大
介
事
務

局
長
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
広
島
地
本

執
行
委
員
長
）
か
ら
運
動
方
針

な
ど
が
一
括
で
提
起
さ
れ
た
後
、

質
疑
応
答
を
経
て
、
す
べ
て
の

議
案
を
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。

　

役
員
選
出
で
は
、
新
た
に
石

松
氏
を
議
長
に
、
大
川
達
也
氏

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
米
子
地
本
執
行

委
員
長
）
を
事
務
局
長
に
選
出

し
、
石
松
新
議
長
の
団
結
が
ん

ば
ろ
う
で
新
体
制
の
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。

《
三
役
》

議　
　

長　
　

石
松　

大
介

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
広
島
地
本
）

副
議
長　
　

大
瀧　

浩
二

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
岡
山
地
本
）

副
議
長　
　

友
景　

克
典

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
国
バ
ス
地
本
）

事
務
局
長　
　

大
川　

達
也

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
米
子
地
本
）

挨
拶
に
立

ち
、
安
全

の
確
立
、

２
０
２
３

春
季
生
活

闘
争
、
組

織
の
充
実・

強
化
、
取

り
巻
く
環

境
の
変
化

に
伴
う
政

策
課
題
等

に
つ
い
て

述
べ
、「
会

　
Ｊ
Ｒ
連
合
東
海
地
方
協
議
会

は
７
月
24
日
、
名
古
屋
市
に

お
い
て
第
32
回
定
期
委
員
会

を
開
催
し
、
向
こ
う
１
年
間
の

活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
丸
山

知
章
議
長
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ

ン
前
中
央
執
行
副
委
員
長
）
は
、

安
全
の
確
立
や
政
策
課
題
の
解

決
、
統
一
地
方
選
を
は
じ
め
と

し
た
政
治
運
動
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
謝
意
を
示
す
と
と
も

に
、
貨
物
鉄
産
労
に
お
け
る
組

織
の
強
化
・
拡
大
に
触
れ
、
Ｊ

Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
に
向
け
て

邁
進
す
る
意
思
を
示
し
た
。

　

総
会
に
は
、
伴
野
豊
衆
議
院

議
員
（
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇

談
会
副
会
長
）
に
駆
け
つ
け
て

い
た
だ
き
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら

は
石
川
敏
也
産
業
政
策
局
長

が
挨
拶
を
行
い
、
東
海
地
協
が

開
催
し
た
指
令
員
と
貨
物
運
転

士
・
駅
係
員
と
の
意
見
交
換
会

に
触
れ
、
地
域
協
議
会
な
ら
で

は
の
活
動
で
あ
り
、
組
織
の
強

海
ユ
ニ
オ
ン
前
組
織
部
長
）よ

り
活
動
方
針
案
等
の
提
起
が
な

さ
れ
、満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
東
海
地
協

の
活
動
を
牽
引
し
た
丸
山
議
長
、

渡
邉
事
務
局
長
ら
が
退
任
。
新

た
に
鎌
田
隆
司
新
議
長
（
Ｊ
Ｒ

東
海
ユ
ニ
オ
ン
中
央
執
行
副
委

員
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
新
体

制
を
選
出
し
た
。
最
後
は
、
鎌

田
新
議
長
の
力
強
い
団
結
が
ん

ば
ろ
う
で
定
期
委
員
会
を
締
め

く
く
っ
た
。

《
三
役
》

議　
　

長　
　

鎌
田　

隆
司

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

副
議
長　
　

寺
西　

正
行

（
Ｊ
Ｒ
東
海
バ
ス
ユ
ニ
オ
ン
）

事
務
局
長　
　

石
原
慎
太
郎

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

化
・
拡
大

に
資
す
る

取
り
組
み

と
し
て
構

築
し
た
人

的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を

活
か
し
継

続
実
施
を

要
請
し
た
。

　

そ
の
後
、

渡
邉
有
造

事
務
局
長

（
Ｊ
Ｒ
東

東海地協第32回定期委員会

中国地協第31回定期総会

中
国
地
方
協
議
会
第
31
回
定
期
総
会

仲
間
意
識
を
大
切
に

世
話
役
活
動
を
引
き
続
き

東
海
地
方
協
議
会
第
32
回
定
期
委
員
会

地
協
な
ら
で
は
の
活
動
で

Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
を

◆　

平
和
行
動 

in
沖
縄

　

沖
縄
が
「
慰
霊
の
日
」
を
迎

え
た
６
月
23
日
、
連
合
は
那

覇
市
内
に
お
い
て
、
連
合
２
０

２
３
平
和
行
動
in
沖
縄
「
平

和
オ
キ
ナ
ワ
集
会
」を
開
催
し

た
。
「
語
り
継
ぐ
戦
争
の
実
相

と
運
動
の
継
続
で
恒
久
平
和
を

実
現
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
た
同
集
会
に
は
約
１
０
０
０

人
の
仲
間
が
集
ま
り
、
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
組
合

員
と
と
も
に
３
人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
の
第
１
部
で
は
、
琉
球

大
学
人
文
社
会
学
部
国
際
法
政

学
科
・
山
本
章
子
准
教
授
よ
り

「
日
米
地
位
協
定
と
沖
縄
」
と

題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

第
２
部

の
平
和
式

典
で
は
、

主
催
者
を

代
表
し
て

芳
野
友
子

連
合
会
長

が
挨
拶
に

立
ち
、「
私

た
ち
が
安

心
し
て
働

く
た
め
に

は
、
平
和

で
安
全
な

社
会
が
不
可
欠
で
あ
る
。
平
和

の
尊
さ
と
戦
争
の
悲
惨
さ
を
再

認
識
し
、
恒
久
平
和
の
実
現
を

め
ざ
そ
う
」
と
訴
え
た
。
そ
の

後
、
次
の
平
和
行
動
が
開
催
さ

れ
る
広
島
へ
の
「
ピ
ー
ス
リ

レ
ー
」
と
し
て
、
〝
ピ
ー
ス
フ

ラ
ッ
グ
〞
が
引
き
継
が
れ
た
。

最
後
に
、「
沖
縄
か
ら
の
平
和
ア

ピ
ー
ル
」
を
提
起
し
、
参
加
者

は
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
を

め
ざ
す
こ
と
を
確
認
し
合
っ
た
。

◇

◆　

平
和
行
動 

in
広
島

　

８
月
６
日
、
広
島
が
78
回
目

と
な
る
「
原
爆
の
日
」
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
８

月
５
日
〜
６
日
の
２
日
間
、
広

島
市
内
各
地
で
開
催
さ
れ
た
集

会
や
慰
霊
式
等
に
Ｊ
Ｒ
西
労
組

お
よ
び
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
、

貨
物
鉄
産
労
の
組
合
員
約
30
人

で
参
加
。
核
兵
器
廃
絶
と
世
界

の
恒
久
平
和
の
実
現
に
貢
献
す

べ
く
取
り
組
む
決
意
を
確
認
し

合
っ
た
。

　

８
月
５
日
に
は
、
連
合
２
０

２
３
平
和
行
動
in
広
島
に
参

加
し
、
連
合
広
島
の
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
ガ
イ
ド
を
受
け
な
が
ら
、

原
爆
ド
ー
ム
や
平
和
記
念
公
園

内
の
慰
霊
碑
を
巡
り
、
被
爆
の

実
相
に
触
れ
、
核
兵
器
が
も
た

ら
し
た
悲
劇
や
戦
争
の
惨
禍
を

学
ん
だ
。
そ
の
後
、
市
内
で
開

催
さ
れ
た
「
平
和
ヒ
ロ
シ
マ
集

会
」
に
参
加
。
挨
拶
に
立
っ
た

芳
野
連
合
会
長
は
、
「
誰
も
が

心
の
底
か
ら
願
い
続
け
る
核

兵
器
廃
絶
と
『
恒
久
平
和
の

国
鉄
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
に
参

列
し
、
遺
族
代
表
や
Ｊ
Ｒ
関
係

者
と
と
も
に
、
被
爆
し
死
没
さ

れ
た
私
た
ち
の
先
輩
で
あ
る
鉄

道
職
員
３
１
４
柱
の
御
霊
を
祀

る
慰
霊
碑
に
献
花
し
追
悼
を

行
っ
た
。

◇

◆　

平
和
行
動 

in
長
崎

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
Ｊ
Ｒ
西
労
組
お

よ
び
長
崎
地
本
を
中
心
と
す
る

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
組
合
員
約
30

ア
ク
シ
ョ
ン
・
チ
ー
ム
）
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
よ
り
多
く
の
組
合
員
が
行
事

の
準
備
や
運
営
に
積
極
的
に
協

力
し
た
。
大
型
の
台
風
６
号
の

接
近
の
た
め
、
連
合
２
０
２
３

平
和
行
動
in
長
崎
と
し
て
予
定

さ
れ
て
い
た
８
月
９
日
の
ピ
ー

ス
・
ウ
ォ
ー
ク
・
万
灯
流
し

の
行
事
は
中
止
と
な
り
、
長

崎
市
主
催
「
長
崎
原
爆
犠
牲

者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
」
も

規
模
を
縮
小
し
室
内
で
開
催
さ

れ
た
た
め
、
参
加
が
か
な
わ
な

か
っ
た
。

　

連
合「
平
和
ナ
ガ
サ
キ
集
会
」

で
は
、
長
崎
県
知
事
、
長
崎
市

長
ら
か
ら
挨
拶
を
受
け
た
。
ま

た
、
被
爆
を
経
験
し
た
方
か
ら
、

激
し
い
火
傷
を
負
っ
た
被
爆
者

が
続
々
と
避
難
す
る
地
獄
絵
の

よ
う
な
惨
状
な
ど
、
当
時
の
体

験
談
を
伺
い
、
原
爆
の
非
人
道

性
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

◇

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
連
合
の
平
和

行
動
に
連
帯
、
参
画
し
、
世
界

平
和
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

実
現
に
向

け
、
と
も

に
頑
張
ろ

う
」
と
、

取
り
組
み

を
進
め
る

決
意
を
示

し
た
。

　

平
和
記

念
式
典
が

行
わ
れ
た

「
原
爆
の

日
」
８
月

６
日
に
は
、

人
と
と
も

に
、
８
月

８
日
に
開

催
さ
れ
た

連
合「
平

和
ナ
ガ
サ

キ
集
会
」

に
参
加
し

た
。

　

ま
た
、

連
合
長
崎

お
よ
び
連

合
Ｐ
Ａ
Ｔ

（
ピ
ー
ス・

平和行動in長崎

平和行動in広島

平和行動in沖縄

連合２０２３平和行動
働く仲間とともに
世界平和の実現に向けて

　私たちは、ジェイアール西日本ホテル開発労
働組合です。
　発足以来、ホテルグランヴィア労働組合とい
う名称で活動してきましたが、2019年5月に第
二ブランドであるホテルヴィスキオ京都が開業
したことにより、一昨年名称変更致しました。
　ホテル業にて24時間365日営業をしており、
組合員同士の交流が少なくなってしまいがちで
すが、組合レクリエーションを通じて交流を図
っています。コロナ禍以前はボウリング大会や
ＢＢＱ、ホテル内宴会場を使っての懇親会等を
定期的に開催していました。また、コロナ禍に
おいてもお寺の特別拝観や数珠作り体験、写経
等、京都を愉しめる催しを開催して、活気ある
組合活動をしてきました。
　部署毎に専門性のある職種が多いため、支
部それぞれの役割に重点を置き、支部長のリーダ
ーシップによって、組合員の意見吸い上げに注
力しています。吸い上げた意見は、執行委員会
で話し合い、労使交渉に活用しています。他の
JRグループ労組と比較すると、若年層が多く、

女性比率も高い労働組合となっていますので、今
後JR西日本連合の女性活躍をけん引できる労
組として活動していければと思っています。
　ＪＲ西日本連合をはじめとして、多くの仲間
に支えられて今日を迎えています。私たちにで
きることがあれば、皆さんを支える立場にもな
りたいと思います。活動を通じて、今後多くの
仲間に出逢えることを楽しみにしています。

～全国の仲間を
　 応援しよう～

ＪＲ連合
ふれあいキャンペーン

グループ労組めぐり
ジェイアール西日本
ホテル開発労働組合


